
「APN グランドデザイン委員会」 

１．構成員 

１）委員

委員長：川本利恵子（湘南医療大学） 

委 員：秋山智弥（岩手医科大学）、小野美喜（大分県立看護科学大学）、 

神里みどり（沖縄県立看護大学）、小松浩子（日本赤十字九州国際看護大学）、 

佐藤幸子（山形大学）、真田弘美（東京大学大学院）、田中美惠子（亀田医療大学）、 

中村伸枝（千葉大学大学院）、野末聖香（慶應義塾大学）、松下由美子（佐久大学）、 

山勢博彰（山口大学大学院）、山本あい子（日本私立看護系大学協会）、 

渡邉眞理（横浜市立大学） 

２）協力者

コリー紀代（北海道大学）

２．趣旨 

 本委員会は、日本における高度実践看護師（Advanced Practice Nurse；APN）の早急な普及啓発を

目指して、現在の高度実践看護師（以下、APN という）の実情を踏まえ、APN の資格制度、教育、役

割・機能と裁量の拡大等についてグランドデザインを作成することを目的とする。 

３．活動経過 

2020 年度は 4回の委員会を開催し、前年度までに本委員会が作成した「APNグランドデザイン（案）」

および「日本版コンセンサスモデル（案）」を踏まえ、APN 教育課程の再編・統合をどのように実現し、

2040 年を目指してグランドデザインを描くべきかの検討、また JANPU-NP を広めていくうえでの課題

を明らかにするための実態調査を企画した。 

１）APN グランドデザインの検討

当初「APN グランドデザイン（案）」に基づき検討を進めるうえで、以下 3点が課題となった。

  「日本版コンセンサスモデル（案）」（資料１）をたたき台とした APN 教育課程の再編・統合

  APN が有すべき権限を主張するための、JANPU-NP の実績を踏まえたエビデンス作り

  APN 教育課程、CNS および NP の資格認証についてどのように一元化を目指し合意形成するか

これら課題を解決するために「APN グランドデザイン（案）」および「日本版コンセンサスモデル

（案）」をもとに具体的な形に落とし込むための検討を重ねたが、NP および CNS の教育課程をどう 

統合できるか、多職種との連携も踏まえ看護師の裁量権の拡大をどう考えるか、またコロナ禍を経 

験して 2040 年に向けてのビジョンをどう描くべきか等、再考を要する課題が多く、APN グランドデ 

ザイン（案）のビジョンを改めて見直す必要が生じた。前年度より引き継いだ「APN グランドデザ 

イン（案）」は継続審議事項であったこともあり、理事会の了解を経て、「APN グランドデザイン（案）」

そのものを次年度の完成を目指し再検討することとなった。 

また一方で、令和 2 年 12 月 23 日の医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの

推進に関する検討会の報告では「現行制度の下で実施可能な業務のうち特に推進するものについ

て」、医師の指示の下、看護師が特定行為（38 行為 21 区分）を実施することが含まれている。これ

は特定行為研修を受けていない看護師にも該当し、今まで研修を受けてきた看護師とどう区別する

のか／できるのか、また特定行為研修修了者を含め、CNS や NP の裁量をどのように考えるべきか、

このような現状の中、看護がどう看護の力を発揮していくべきかについても再考する必要があり、
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実情を踏まえたグランドデザインを描くため今後も検討を継続していく。 

２）NP 教育課程に関する実態調査

NP 教育課程について現行の課題を明らかにし、今後の活動の指針とすることを目的にアンケート

調査を企画した。アンケートは JANPU 会員校の代表者（学科長など）または NP 教育課程の責任者 

を対象に、以下について調査するものである。なお、スケジュールの兼ね合いから結果は次年度に 

報告する。 

JANPU 認定の NP 教育課程を開講していない大学に対して 

  JANPU 認定の NP 教育課程に関する興味・関心等（6 問） 

  JANPU 認定の NP 教育課程を開講していない理由等（11 問） 

  その他 

JANPU 認定の NP 教育課程を開講している大学に対して 

  JANPU 認定の NP 教育課程の開講理由（自由記載） 

  JANPU 認定の NP 教育の実施上の課題・困難感（14 問） 

  JANPU 認定の NP 教育を実施するうえでのメリット（3 問） 

  その他 

４．今後の課題 

これまでの検討、アンケート調査の結果を受け、早急に APN グランドデザインの見直しを行う必要

がある。 

５．資料 

資料１：日本版コンセンサスモデル（案） 
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